
CIRCULAR CITY　〜木で創る近未来の暮らし〜

研究背景01.
Research background

研究の概要 コンセプト

持続可能な街のサイクルプログラム

地球規模でエネルギー分野のパラダイムシフトが起こっている中、森林王国
日本において今一度、建築素材、エネルギー素材として木材にフォーカスを
当て、木で創る近未来の暮らしを提案する。自身の故郷である和歌山県有田
市にある石油精製工場「ENEOS 和歌山製油所」は 80 年間創業を続けてきた
が、2023 年 10 月をもって機能停止することが発表された。地元は大きく揺
れ、特に雇用面など大きな問題を抱えたままであるが、次世代の新たなエネ
ルギー産業への転換に向け一歩ずつ歩みを始めている。どの産業分野におい
ても、人口減少社会における技術者や研究者など人材の確保が大きな課題の
ようである。この課題に対し、ワークライフバランスの観点から、安らぎと
誇りのある豊かな暮らしを ENEOS 和歌山製油所跡地に描いてみる。そして
循環型社会に向けた取り組みとともに既存タンクを活用した大規模木造建築
である複合型集合住宅を設計し、時代の変遷をたどる近未来都市を提案する。

本研究では、全てをスクラップ＆ビルド
ではなく、化石燃料や、鉄、コンクリー
トと共に発展を遂げた近代の歴史にリス
ペクトを込め、巨大な鉄製の石油タンク
を躯体として利活用し、木材と組み合わ
せることで時代の移り変わりを残した新
しい提案としたい。また、本設計が目指
すものは、素晴らしい住環境整備を人が
集まるインセンティブとし、企業の人材
確保に繋げる狙いもある。合わせて、カー
ボンニュートラル社会の実現もテーマの
ひとつとする。

木を使った新しい暮らし

近未来の働き方と暮らし方
持続可能な環境を生む
エネルギー計画
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木材コンビナート
原木を貯蔵しておくのに利用する。
敷地面積、約 150 万㎡

地ノ島
キャンプ、海水浴、イベントスペー
スとして活用する。アクティビティ
メインのエリア。

計画地
複合型集合住宅
本研究メインの計画地。

CIRCULAR CITY 拡大のため開
発していくエリア

シーバース
日本中の木材を海上輸送する
際、大きな貨物船が着桟する
ための桟橋。
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エネルギープラントエリア
木材加工所・木質バイオマス発電所
都市のエネルギープラントとして機能する。
敷地面積、約 150 万㎡
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街のマスタープラン02.
Master plan

複合型集合住宅

複合型集合住宅

EV バス

ホテル棟

アクティビティ棟

暮らしエリア

地ノ島
キャンプ、海水浴、イベントスペー
スとして活用する。アクティビティ
メインのエリア

シーバース
木材を輸入する船が着桟する
地ノ島とを結ぶ船も出港する

都市公園
既存タンクを改修した公園

EV バス
CIRCULAR CITY を巡回する

通勤道路

シーバース 都市公園と通勤道路

企業誘致エリア
本研究では「リチウムイオン電池
製造所」を誘致する

海を臨む通勤道路
暮らしエリアにある社宅からバス
または自転車で通勤を想定

EV バス
CIRCULAR CITY を巡回する

企業誘致エリア



□　暮らしエリア

□　社員用住宅の新しい形

□　ホテル棟

本研究では暮らしエリアに含まれる 7 棟の既存石油タンクを、複合型集合住
宅、ホテル棟、養殖場、野菜工場、アクティビティ棟にそれぞれ改修をした。
そして、これら 7 棟を既存石油タンクの元の配置計画を活かし互いの用途が
に干渉し合うように計画をした。暮らしエリアの敷地面積は 47,000㎡、全体
の延床面積は 170,000㎡である。

10 年以上前、ENEOS 和歌山製油所が 1000 人以上の雇用を抱えている時代
には工場近くに社員とその家族が住むための社員用住宅が多く併設されてい
た。近代から多く設計された団地の構成としては長方形の箱が効率よく配置
されていたが、本研究では、近未来の働き方と暮らし方という麺において、
同心円状に重なるように配置することが、新たな社員用住宅の形であると考
えた。

暮らしエリアでは circular city で働く人々やその家族だけではなく、この街
に訪れる様々な人が宿泊することができる。定住している人々だけのコミュ
ニティではなく、日本国内や海外から多くの観光客を招き入れることで、街
に経済性を持たせ、商業施設、それに付随する一次産業の工場がより活性化
するシナジーを生む。
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タンク改修の基本ユニット

□　複合型集合住宅

□　既存タンク改修の基本ユニット

circular city のエネルギープラントや、南側の企業誘致エリアで働く約 1000
人の雇用を想定した人々がメインで生活をする集合住宅である。１階から３
階までは誰もが利用できる公共性の強い用途（ショップ、カフェ、コートヤー
ドなど）を計画し、住人やそうでない人ともコミュニティを生むような計画
とした。4 階、5 階がメインの住居フロアとなり、既存タンクを囲む大断面集
成材の柱梁ラーメン構造で建築のスケルトンを作り、その上に住人が思い思
いの家を積層させる設計である。

本研究での既存タンクを利用した集合住宅を始
めとした、ホテルや、養殖場、野菜工場やアクティ
ビティ棟などの基本の設計手法、デザインプロ
セスは複合型集合住宅をベースとしている。

既存タンク

木造構造体

スラブ・内壁

□　養殖場

CIRCULAR CITY の持続性を高めるためには、生活を支える食の要素は大き
い。既存石油タンクを稚魚の陸上養殖のための大きな水槽とすることで、簡
易的かつ大量の養殖を行うことができる。

陸上養殖

□　野菜工場

CIRCULAR CITY の食を支える一つの要素として野菜工場を計画する。野菜
工場では水耕栽培やプランターでの栽培を中心として暮らしエリアの住人に
新鮮な野菜を持続的に出荷させることが実現する。
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中庭

複合型集合住宅
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暮らしエリアの配置計画03.
Layout plan



複合型集合住宅の計画04.
Plan of housing complex
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□　光を取り入れる □　縦のつながりを生む吹抜空間

既存タンクの円という形の特性から、上
階の外円側は内側に比べて明るくなる。
一方で中庭から上階にかけて、階段状に
スラブを設けることでタンク内側のバル
コニーも各階層ごとに太陽の光を取り入
れやすく計画した。

既存タンク内部は五層吹抜空間で中庭を
中心に上階へと階段状に上っていくこと
ができる。タンク外側は大スパンの木造
ラーメン構造の柱梁を利用して吹抜空間
を多く設けた。内側と外側の両方から縦
方向のつながりを生む計画とすること
で、それぞれの用途が立体的に複合する
計画とした。
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1 階平面図 S=1:400

2 階平面図 S=1:800

3 階平面図 S=1:800
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□　開かれた 1 階ピロティ空間

5 階建て木造の集合住宅である。1 階には公共性が強い
ショップテナントやカフェマーケットを配置した。建物
中央部分には誰でも利用できる工房を設けて木材コンビ
ナートから木材を仕入れて簡易的な家具などを住人たち
が DIY 制作できるようにした。工房とカフェを併設する
ことでふらっと立ち寄れる空間を目指した。



4 階平面図 S=1:600

5 階平面図 S=1:600

暮らしの提案05.
Proposal for living
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□　互いに干渉し合う □　インフラ柱

タンク改修後の複合型集合住宅に住む人々の暮らしの一例を切り取る。住人は住む人数や必要用途に合わせて住戸の
広さを決定し自らで壁を作る。また、住む上でキッチンを重視する人、大きいベッドが欲しい人、小さい畑を作りた
い人などライフスタイルはそれぞれである。異なったライフスタイルの隣の住人は、お互いに普段の生活に刺激を与
えることになる。住戸と住戸の間の開かれた屋外空間は、誰の所有にもならず、使いたいときに使い人で使うコミュ
ニティスペースとして活用する。

エネルギープラントエリアで作られた電気や熱と水道などの
インフラはこの集合住宅内では柱に添わせて建物全体に行き
届かせる。住人はそのインフラ柱を壁で囲むように計画する。

□　暮らしの例

既存タンク壁を挟んで内側の屋外空
間は外側の空間に比べてより内部的
になる。そこにバルコニーを設ける
ことで近隣住人同士が会話をするた
めのコミュニティスペースとなる。

□　暮らしの例

集合住宅の階高はすべて４ｍで統一されていることから、居住スペースの天井高さも通常の住宅に比べて高くなって
いる。二人や三人で生活をする住人はロフト階を設けて部屋を広く使うことができる。また、住戸 20 に暮らす人は普
段の生活する部屋とは別に仕事部屋を独立させて作った。住戸 22 に暮らす人は読書が好きなので書斎中心の本に囲ま
れた空間を設計した。
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